
☆
国
民
の
生
活
・
国
の
安
全
は
ど
う
な
る
？

数
字
で
見
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

◇
企
業
の
賃
金
支
払
額
２
２
１
兆
円
→
１
９
１
兆
円
。
一
人
あ
た
り
年
収
４
６
７
万
円
→
４

０
８
万
円
。
非
正
規
雇
用
者
１
１
７
３
万
人
→
１
９
０
８
万
人
（
比
率
２
３
％
→
３
７
％)

生
活
保
護
世
帯
８
０
万
世
帯
→
１
６
０
万
世
帯
（
１
９
９
８
年
比

政
府
統
計
）

◇
法
人
企
業
経
常
利
益
２
１
兆
円
→
４
９
兆
円
。
法
人
税
１
０
％
引
き
下
げ
（
検
討
中
）
。

株
価
９
千
円
→
１
５
千
円
。
為
替
相
場
８
０
円
→
１
０
３
円
。
消
費
税
３
％
引
き
上
げ
。

◇
こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
経
済
政
策
は
一
握
り
の
大
企
業
、
正
規
社
員
、

富
裕
層
を
優
遇
し
、
中
小
企
業
や
非
正
規
雇
用
者
を
冷
遇
す
る
経
済
政
策
、
格
差
拡
大
政

策
で
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

閣
議
決
定
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

◇
一
方
、
日
本
が
攻
め
ら
れ
て
い
な
い
の
に
同
盟
国
が
攻
撃
さ
れ
た
ら
参
戦
す
る
と
い
う
集

団
的
自
衛
権
行
使
の
容
認
は
日
本
が
反
撃
の
対
象
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て
お
り
、
戦
争

を
呼
び
込
む
行
為
で
す
。

◇
し
か
も
こ
れ
を
国
民
の
意
思
に
問
う
こ
と
な
く
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
憲
法
の
解
釈
を
変
え

て
し
ま
う
と
い
う
の
は
ま
さ
に
立
憲
主
義
の
破
壊
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
事
が
許
さ
れ
る
と
、
政
権
が
代
わ
る
度
に
解
釈
が
変
わ
り
、
日
本
は
も
は
や
法

治
国
家
で
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す

政
策
の
着
地
点
と
私
た
ち
の
望
み

◇
安
倍
政
権
の
政
策
の
着
地
点
は
何
処
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
一
言
で
言
え
ば

戦
後
レ
ジ

ー
ム
（
＊
）
か
ら
の
脱
却
と
富
国
強
兵
の
国
家
像
で
す
。
そ
の
時
の
国
の
姿
と
国
民
の
生

活
を
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。
＊
レ
ジ
ー
ム(

フ
ラ
ン
ス
語
）
＝
政
治
体
制

◇
私
た
ち
は
贅
沢
な
生
活
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
質
素
で
も
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
格
差
の
少
な
い
生
活
を
望
ん
で
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

◇
私
た
ち
は
戦
争
の
で
き
る
強
い
国
を
望
み
ま
せ
ん
。
国
際
社
会
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
戦
争
を

し
な
い
平
和
な
国
を
望
み
ま
す
。

二
〇
一
四
年
四
月
一
三
日(

日
）

第
五
六
六
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

憲
法
記
念
日
の
つ
ど
い･

講
演
会
の
お
知
ら
せ

主
催

浜
松･

憲
法
九
条
の
会

講
演

「
平
和
と
生
活
を
脅
か
す
改
憲
策
動
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
」

講
師

森

孝
博
弁
護
士

（
渋
谷
共
同
法
律
事
務
所
所
属
）

場
所･

時

浜
松
市
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

五
月
三
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

◆憲法の基本原則：基本的人権、国民主権、平和主義◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



〔
日
本
国
憲
法
〕

第
九
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発

動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

第
二
五
条

す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。


